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第３号様式（登録規程第５条関係） 

府政防第 1364 号 

 

 

「災害対応車両」登録通知書 
 

 

（法人名）一般社団法人まがたま 

                                     （役 職）代表理事 

                                          （氏 名）田中 慶彦 殿 

 

申請のあった災害対応車両の登録について、災害対応車両等登録規程（告示）によ

り、次のとおり登録することを決定しましたので通知します。 

 

１ 車両の登録 ID 番号 K-000058 

２ 車両の種別 キッチンカー 

３ 車両ナンバー 

 または製造番号 
神戸 830 む 117 

４ 災害時に支援可能な用途 食事 

５ 登録の有効期限 令和 12 年 10 月 5 日 

６ 登録の条件 

 本登録を受けた者は、災害が発生し、又は発生する

恐れがある区域を管轄する都道府県知事等の要請に基

づき、その所有する災害対応車両を当該都道府県知事

等に提供すること、又は、その可否について真摯に検

討すること。 

令和 7年 10 月 6日 

 

 

内閣総理大臣  石破 茂 
（公印省略） 





災害対応キッチントラック 簡易紹介 

 

内閣府登録災害対応車両（登録 ID：K-000058） 

 

一般社団法人まがたまが運用する「災害対応キッチントラック」は、内閣府登録の災害対応車両と

して認定されています。被災地での食事提供を目的に設計され、安全・衛生・栄養管理を両立で

きる移動型の調理拠点です。 

 

【 主な特徴 】 

● スチームコンベクションオーブン搭載 

温度と湿度を自動制御し、食材内部まで安全に加熱することで食中毒

などの二次的被害を防ぎます。 

炊飯・蒸し・焼き・煮込みに対応し、被災地でも衛生的で温かい食事提

供を可能にします。栄養を保ちながら、高齢者や乳幼児など要配慮者

にもやさしい調理が行えます。 

ホシザキスチコン（MIX-5TC-G-L）を搭載。 

 

 

● 業務用ディーゼル発電機（Denyo DCA-13LSYE） 

車両には 13kVA クラスの業務用発電機を搭載。 

トラック内の厨房機器とは基本的に独立しており、食支援とは別の活動として電力供給

できます。災害に伴う停電時に、予備電源のない医療施設や介護施設などで応急的に

活用いただけます。 

 

 

● 電力の多重供給システム 

電力は状況に応じて 3 系統から確保できます。 

ソーラー充電（PS-30M）／走行充電（SBC-002A）／外部電源・発電機入力 

これにより、昼夜・天候を問わず電力を維持し、長期活動にも対応します。 

 

● 給水・排水システム（200L タンク搭載） 

自動ポンプで給水でき、衛生的に手洗いや調理用水を確保。 

排水も分離管理され、現場での衛生リスクを最小化します。 

 

● プロパンガス調理設備 

10kg ボンベ×2 本を搭載し、コンロ・炊飯器・スチコンなど多用途に対応。 

点火・圧力管理・漏れ防止など安全基準に準拠しています。 

 

https://www.magatama.net/library/%E5%86%85%E9%96%A3%E5%BA%9C%E7%81%BD%E5%AE%B3%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E8%BB%8A%E4%B8%A1%E7%99%BB%E9%8C%B2%E9%80%9A%E7%9F%A5%E6%9B%B8.pdf
https://www.magatama.net/wp-content/uploads/2025/10/PXL_20250905_072326085.MP_.jpg
https://www.magatama.net/wp-content/uploads/2025/10/DSC_0065.jpg


● 冷蔵・冷凍・空調設備 

コールドテーブル、冷凍ストッカー、業務用エアコンを完備。 

食材や調理済み食品の温度管理・品質保持が可能です。 

 

 車両仕様 

ベース車両：日野 TKG-XZC645M（軽油 4,000cc） 

サイズ：長さ 562cm × 幅 191cm × 高さ 306cm 

総重量：4,945kg 

登録：内閣府「災害対応車両」 

登録番号：神戸 830 む 117 

 

 安全・保険体制 

三井住友海上保険加入（車両保険） 

日新火災海上保険（PL 保険） 

各機器・電気・ガス・水系統は安全点検マニュアルに基づき運用 

出動時は担当責任者立会いのもと安全・衛生チェックリスト運用 

→別紙、キッチンカー稼働マニュアル 

 

 災害現場での活用イメージ 

現地避難所や拠点にて「遠隔調理＋現地仕上げ」を実施 

発電・給水・冷凍保存・調理・配膳を 1 台で完結 

衛生・栄養管理を担保しつつ、要配慮者にも対応できる食支援を展開 

 

 保管拠点 

兵庫県淡路市多賀 2135-7 

（出動・訓練・メンテナンス拠点） 

 

https://www.magatama.net/wp-content/uploads/2025/10/68e371dae295b.jpg
https://www.magatama.net/library/truck_manual.pdf


キッチントラック 詳細マニュアル 
 
出動前・車両確認 
説明 
出動前には、立会人と担当責任者が実際に車両を目視・操作を通して確認し、各装置や機器の状態をチェ
ックします。タイヤの空気圧、ブレーキ性能、ライトや信号灯の点灯、燃料や冷却水の量、サブバッテリ
ー残量、発電機の作動状態、ガスボンベ残量など、全ての主要装置を確認し、安全性を確保します。担当
責任者は出動中も機器の操作や注意事項を監督・管理する責任があります。現場や状況によって立会人が
不在でも、担当責任者が車両と機器の安全を最優先で管理します。 
注意事項 

• タイヤの空気圧やホイールナットの緩み、ライト・ブレーキ灯の点灯確認を徹底 
• サブバッテリー残量確認、必要に応じて走行充電や外部充電の計画を実施 
• ガスボンベ残量確認、接続状態、安全性確認 
• 水タンク（浄水・排水）の残量確認と前回使用後の洗浄状況の確認 

 
電圧  25~26 
燃料 …手動時は満タンで、走行距離計算、予備タンクの必要性 

 
タイヤ（気圧、溝）…早めの点検、スタッドレス対応 
蓄電残量 …サブバッテリー点検 
車両外観 …塩害点検、戸締り点検 

 
 
 
 
発電機（DCA-13LSYE）の点検 
 燃料、オイル確認 

出力接続先の確認 
操作手順 

メインスイッチ ON、エンジンスタート 
使用電力に応じて出力を変更する、音の状態を確認 

 
 
 
 
 
 
 
  

https://www.denyo.co.jp/products/dca-13lsye/


調理庫内チェック 
 

電気、プロパンガス、水 … 点検 
停車時、走行時、調理時の設定確認 

  電気 電気使用する厨房機器で通電確認 
   コンセント確認 

 
ガス 開栓、火力と漏れ確認 

プロパンガス 10kg×2 本 1 本は満タン状態 
（追加購入できるようにライセンスカード車載） 
固定バンドの確認 

 
水 満タン 200 ㍑ 

 
保冷庫 アルコール消毒、電源事前に ON 

積込食材チェック 別紙棚卸管理表 
出動時に何人前？ [米、ベース、冷凍野菜、追加買足し] 
追加の想定 

 
 調理器具 [包丁など調理備品、ボール、バット、] 
 衛生管理 [洗剤、消毒、ゴミ対応] 
 配食容器 [椀、皿、スプーン、箸] 

 
活動時における記録 
 走行前チェックリスト、食材リスト（棚卸形式） 

現地責任者との確認書類 
 活動終了時の報告書、経費精算、申送り、改善事項 

 
  



確認事項 [簡易] 
電気 電源 （通常）車のバッテリーからインバーター 助手席電源 ON 
   （外部電源）（発電機）毎にコンセント二つを差し替える 

 
 停車時…（ソーラー）太陽光充電 ON に切替 
   通常は太陽光充電 OFF 
 発進前…（外部電源）電源を外部につないで、冷蔵庫を冷やす 

 ※冷蔵庫冷凍庫の電源コードが挟まるので注意！ 
 ※発進走行時には車バッテリーに繋ぐ 

 
 走行時…インバーター電源、庫内ブレーカーON、換気扇 OFF、水ポンプ OFF 
  走行充電されるので、負荷がかかるのでソーラーOFFが基本 

   
 調理時…（外部電源）電源を外部に繋ぐとエアコン以外稼働できる 
 （通常）インバーター電源、庫内ブレーカーON、換気扇 ON、水ポンプ ON 
 ※スチコン稼働には時間を要する 
 ※水ポンプは必ず注水された状態で ON 
 エアコン 200v使用は発電機稼働  
 ※通電中に自動洗浄を終わらせる→早めにエアコン OFF 
 後方扉（90 度、180 度） 

 
 保管時…冷蔵庫、冷凍庫から食材取出してコンセント抜く→乾燥後アルコール洗浄 
  使用した調理器具の洗浄、コンロ洗浄、スチコン洗浄 
  ソーラーOFF、水ポンプ OFF、換気扇 OFF、庫内ブレーカーOFF 
  庫内水洗い（車両を傾斜状態に）→乾燥→アルコール除菌 

 
 
ガス 停車時、走行時…元栓（写真）二か所（タンク側とホース側） 
 ※使用頻度が少ない時は点火に時間を要する 
 調理時…一日 10kを使い切ることはないと考えるが残量は常に点検 
  保管時…残量確認と補填 

 
水 外部から注水 自動ストッパー？（写真） 
 水ポンプ電源オン ON⇔OFF（写真） 
  ※水空状態での稼働を避けるために通常は OFF、使用時のみ ON 
 ※排水時に水ポンプ OFFを確認 
 走行時は満水を避ける 
  ※現地近くで給水と排水  
保管時…排水（浄水、汚水）長期保管の場合は排水にハイター洗浄 

 
 
  



解説 
1. 電気系統 
 
1-1. 前提説明 
トラック内には、メインバッテリー・サブバッテリー・インバーター・外部充電器・発電機・ソーラー充
電装置など複数の電源系統があり、現場や使用状況に応じて切り替えながら運用します。誤った操作や過
負荷は機器破損や安全事故につながる可能性があるため、各装置の電源状態や運転条件を正確に理解し、
安全管理を徹底することが重要です。 
 
1-2. 電源供給切替 
説明 
車両内の 2 口コンセントコードは、発電機や外部電源からの供給に応じて室内全体
の電源供給先を切り替えられます。インバーター接続時は運転席のスイッチで
ON/OFF を操作し、外部充電器使用時はブレーカースイッチをOFF にする必要が
あります。誤操作を防ぐため、すべての切替操作は運転席で行い、使用状況に応じ
て適切な電源管理を徹底します。 
注意事項 

• インバーターの ON/OFF操作は必ず運転席で行う 
• 外部充電中はインバーターOFF で過負荷を防ぐ 
• 発電機は屋外で使用し、排気・換気・騒音管理に注意 
• 大電力機器（IH・エアコン）は発電機稼働時のみ使用 

 
1-3. 使用状況別操作 

• 待機時（出発前・車庫保管）：ソーラー充電ON、インバーターOFF、必要に応じ外部充電 
• 現地活動（停車・太陽光あり）：ソーラーON、インバーターON、外部充電併用可、発電機は必要

時のみ ON 
• 現地活動（停車・太陽光なし／夜間）：ソーラー発電なし、インバーターON、必要に応じ外部充

電・発電機 ON 
• 走行時：走行充電自動、ソーラーON、インバーターOFF 
• 庫内電源使用時（調理・照明など）：インバーターON、ソーラーON、発電機は大電力機器のみ使

用 
• 発電機使用時（外部電源なし・エアコン稼働時）：発電機 ON、インバーターOFF、外部入力ケー

ブルを発電機に接続 
• 活動終了・帰還後：全機器スイッチ OFF、発電機停止・燃料コック閉、外部電源取り外し 

 
1-4. 総合注意事項（電気全般） 

• インバーターは走行中・外部充電中は必ずOFF 
• 発電機は屋外使用、換気徹底 
• ソーラー充電は基本 ONで操作不要 
• 大電力機器は発電機稼働時のみ使用 
• 活動終了後はインバーターOFF・外部電源OFF・発電機停止を必ず確認 

 



2. 水系統 
 
2-1. 前提説明 
トラックには浄水用タンクと排水用タンクが設置されており、それぞれ役割が異
なります。排水操作の誤りは走行中の横転や衛生事故につながるため、タンクの
残量確認や適切な洗浄、重心バランスの管理を徹底して安全確保を行うことが重
要です。 
2-2. 浄水用タンク 
説明 
使用前には前回残水や洗浄状況を確認し、水ポンプは必ず水が入った状態で電源 ONにしてください。空
状態で稼働させるとポンプ破損の原因となります。浄水タンクは調理や飲料水供給に使用されるため、常
に清潔を維持し、水質管理に注意して使用します。 
注意事項 

• タンク内残水確認 
• 水ポンプ空運転禁止 
• 使用前に新しい水に入れ替え 
• 出口ホース・バルブの清潔確認 

 
2-3. 排水用タンク 
説明 
排水用タンクは走行中の重量バランスや衛生管理に影響するため、活動前・後に適切に排水する必要があ
ります。特に現地活動後は消毒液で内部洗浄することで、帰還後の清掃作業を容易にし、衛生的な管理を
維持できます。 
注意事項 

• 公共施設や指定場所で排水を確認 
• 重量バランス調整のため走行前に一定量排水 
• 消毒液で内部洗浄 
• 横転・こぼれ防止のため水平安定確認 

 
 
3. プロパンガス系統 
 
3-1. 前提説明 
トラック内ではコンロ・炊飯器・スチコンなど、調理用にプロパンガス
を使用します。ガスボンベ残量や接続ホースの安全を事前に確認し、事
故防止と安全作業を最優先します。現地でのガス供給トラブルや空運転
を避けるため、予備ボンベを満充填状態で帰還時に確認・補填すること
が重要です。 
 
3-2. コンロ使用時 
説明 
コンロでガスを使用する際は、まず着火確認を行い、ガスホースと本体の接続が正しいことを確認しま



す。長期間使用していなかった場合、ホース内にガスが停滞して点火に時間がかかることがあります。必
要に応じてガス元栓とホース側を開栓後、数回点火操作を行いガス供給が確実であることを確認してから
調理を開始します。 
注意事項 

• ガスホースや接続部の亀裂や劣化を確認 
• 着火できない場合は連続操作せず、一度待機後再試行 
• 使用後は元栓閉鎖、ガス漏れ確認 

 
3-3. 炊飯器使用時 
説明 
炊飯器もプロパンガスで作動するため、事前にガス供給が正常かを確認します。コンロ側で着火可能か確
認後、炊飯器のガス側を開栓し、メーカー取扱説明書に従って操作します。調理中も安全を確認しながら
作業を行うことが重要です。 
注意事項 

• ガス供給状況の事前確認 
• ホース劣化・接続不良によるガス漏れに注意 
• 使用後はガス元栓と炊飯器バルブを閉じる 

 
3-4. スチコン使用時 ホシザキ MIX-５TC-G-L 操作説明動画 
 
説明 
スチコンはガス供給の確認が難しいため、コンロ側で着火確認後に操作
を開始します。メーカー取扱説明書を参照し、仕様に従って操作してく
ださい。長期間未使用の場合、ホース内ガスの停滞があるため点火操作
を複数回行うことがあります。 
 
注意事項 

• コンロ側着火確認後にスチコン操作開始 
• ガス供給異常時は使用中止 
• 長期未使用後はホース内ガスの停滞に注意 

 
3-5. 総合注意事項（ガス全般） 

• 常に安全と事故防止を意識 
• 長期未使用時はガスホース内ガスの滞留に注意し、点火確認必須 
• 使用後はガス元栓・機器バルブを必ず閉じる 
• 万が一ガス漏れの可能性がある場合、火気厳禁・換気徹底・使用中止 
• 各機器の操作はメーカー取扱説明書に従う 

  

https://torisetsu.biz/products/0000532624/
https://hoshizaki-keihan.co.jp/kikiMOV/?kk_cat=MIC-5TC-G
https://hoshizaki-keihan.co.jp/kikiMOV/?kk_cat=MIC-5TC-G


 
電気システム基本構造、操作と説明 
 
庫内への電力供給の切替は、発電機室内のコンセント差し替えにより行う。 
（容量のために 2本に分かれた）コンセントが庫内ブレーカに繋がれておりま
す。基本的には、インバータ経由でサブバッテリーに繋がれています。 
 
電源を借りる場合にはこの 2本のコンセントを外部電源に、発電機から電力を
流すこともできます。 
車両サブバッテリー、外部電源、発電機から庫内に電気を送り込みます。 
 
助手席にあるインバータパネルをON にすることで、サブバッテリー経由のインバータが稼働して庫内ブ
レーカに通電されます。発電機や外部電源からの電源の場合は、直にブレーカへと流れます。 
注意として、必ず電力が供給された状態で、次のブレーカを立ち上げてください。 
 
付け加えるとして、インバータに繋がれているサブバッテリーへの電力供給は、走行充電、ソーラー充
電、外部充電が可能です。出動前に、助手席のインバータパネルをつけて容量が少ない場合は、外部から
電源供給することが可能だか、インバータOff にしなければならないので、あまり現実的ではない。 
 
出動前に冷蔵庫や冷凍庫を冷やす必要のある場合には、サブバッテリーへの外部充電ではなく、2本のコ
ンセント差し替えによる直接庫内への電力供給とする。十分冷えたなら、食材を移し、出発の準備。コン
セントを元のインバータに戻す。この時の理想は一度ブレーカを落してからコンセントを差し替えて再度
庫内ブレーカを稼働させる。 
 
走行時、サブバッテリーへ走行充電されます。状況に応じてソーラー充電可能で、この場合には庫内奥に
あるブレーカ右手のソーラーコントローラーONに切り換える。通常はOff が基本となる。 
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備蓄食事の運送について 

 被災地には、災害対応車両であるキッチントラックを常駐させ、現地での炊き出しや食

事提供を行います。 

小規模災害であれば現地のみでの活動が可能ですが、大規模災害時には食材や飲料水の確

保が困難となる場合があります。そのような状況下でも、栄養と衛生管理に配慮した食事

を安定的に提供し、二次的な健康被害の抑制につなげることを目的として、「二拠点型支援

体制」を構築しました。 

 本体制では、遠隔地において栄養・衛生管理を徹底した食事を事前に調理し、超低温冷

凍（−60℃）で備蓄します。被災地の状況や要請内容に応じて、適時配送する仕組みです。 

 

配送体制 

 調理済みの食事は、10 食単位で真空パックし、50 食ごとに小型段ボールに梱包のうえ、

超低温冷凍（−60℃）で保管しています。 

 運搬時には、大型保冷バッグ（Z パック 300L）に 12 箱の段ボールを収納でき、通常はこ

の保冷バッグと資機材を搭載して運搬します。状況に応じて保冷バッグを増やすことで最大

1,000食まで運搬可能。 

 なお、超低温冷凍状態（−60℃）から通常の冷凍温度帯（−18℃）に達するまでには、理論

上約 30 時間を要します。周囲の気温や輸送条件により若干の差はありますが、十分な保冷

性能を保持しています。必要に応じて、高性能保冷剤を併用し、温度管理を強化します。 

 

輸送手段の選択 

 被災地までの距離・気温・運搬時間などを総合的に考慮し、当該車両以外の輸送手段も併

せて検討しています。 

発災当初の緊急時を想定して、当該車両を用いた運搬の必要性をお知らせしておりますが、

経過とともに運搬会社による配送に切り替えて活動を継続することになります。 

 

※大型保冷バッグ https://cool-box.jp/ 

※高性能保冷剤 https://www.sunyou-pmp.co.jp/jigyou/konpousizai/keepthermo_plus.html 

※本田シャトルハイブリッド https://www.honda.co.jp/auto-archive/shuttle/ 

※佐川急便 https://www.sagawa-exp.co.jp/ 

 



 
災害対応車両運用チェックリスト（詳細版） 
 

1. 出動前・車庫待機 

電気系統 
 ソーラー（PS-30M）：ON（晴天時は自動充電） 
 インバーター（SP3000-124）：OFF（走行中・外部充電時は OFF） 
 外部充電（CX2425）：必要時接続（インバーターOFF） 
 発電機：停止（エアコン 200V は使用不可） 
 長期保管時はバッテリー残量を月 1 回確認 

プロパンガス 
 ガスボンベ残量確認（必ず満タン・予備ボンベも確認） 
 ホース接続部・元栓に亀裂・劣化なし 
 ガス漏れチェック（嗅覚・専用検知器） 

水系統 
 浄水タンク残量確認 
 排水タンク残量確認 
 水ポンプは水を入れた状態で待機 
 前回使用後の洗浄状況確認 

備品・安全 
 タイヤ空気圧・ホイールナット確認 
 ライト・ブレーキ点灯確認 
 車両冷却水・燃料量確認 
 消火器・安全備品確認 

 

2. 現地活動（停車・太陽光あり） 

電気系統 
 ソーラー：ON 
 インバーター：ON → 庫内電源使用可 
 外部充電：可能なら接続 
 発電機：必要時のみ（エアコン 200V使用時必須） 
 大電力機器（IH・エアコン）は発電機併用 

プロパンガス 
 コンロ・炊飯器・スチコンのガス供給確認 
 機器着火テスト（長期未使用時はホース内ガス確認） 
 使用後は必ず元栓・機器バルブ閉鎖 

水系統 
 水ポンプ ON で庫内給水確認 
 排水流れ確認 

備品・安全 



 作業スペース安全確認（火気・通路・照明） 

 
 

3. 現地活動（停車・太陽光なし／夜間） 

 ソーラー：発電なし → バッテリー残量注意 
 インバーター：ON 
 外部充電：可能なら接続 
 発電機：必要に応じて稼働 
 夜間はバッテリー残量をこまめに確認 
 プロパンガス・水系統は昼間同様に確認 

 

4. 走行時 

 走行充電（SBC-002A）：自動 ON 
 ソーラー：ON 
 インバーター：OFF（庫内電源使用不可） 
 冷蔵庫・冷凍庫の温度確認（必要時は出発前に直接コンセントで冷却） 

 

5. 庫内電源使用時（調理・照明など） 

 インバーター：ON 
 ソーラー：ON 
 外部充電：併用可能 
 発電機：IH・大電力使用時のみ ON 
 インバーター容量を超える機器は使用禁止 
 プロパンガス操作（コンロ・炊飯器・スチコン）と同期 
 水ポンプ・給水・排水の稼働確認 

 

6. 発電機使用時（外部電源なし・エアコン稼働時） 

 発電機：ON（必ず屋外使用・換気徹底） 
 外部入力ケーブル → 発電機接続 
 インバーター：OFF（外部充電仕様） 
 大電力機器使用可（燃料残量・換気・騒音管理） 

 

7. 活動終了時・片付け 

 使用機器スイッチすべて OFF 
 インバーターOFF 
 発電機停止・燃料コック閉 
 外部電源取り外し 



 庫内清掃（床・調理台・シンク） 
 浄水・排水タンク洗浄 
 食材整理・冷蔵庫・冷凍庫温度確認 
 ゴミ・衛生管理 

 

8. 帰り走行時 

 走行充電：自動 ON 
 ソーラー：ON 
 インバーター：OFF 
 冷蔵庫・冷凍庫の電力確認（使用不可） 

 

9. 帰還後（車庫・保管） 

 ソーラー：ON（自動充電継続） 
 外部充電：接続して満充電維持 
 インバーター：OFF 
 発電機：燃料残量確認、保管 
 プロパンガス残量・元栓確認 
 水タンク残量・清掃確認 
 庫内清掃・衛生確認 

 

10. 最終確認 

 インバーターは走行中・外部充電中 OFF 
 発電機は屋外使用・換気徹底 
 ソーラーは基本 ONで操作不要 
 大電力機器（IH・エアコン）は発電機稼働時のみ使用可 
 終了後は「インバーターOFF・外部電源 OFF・発電機停止」を確認 
 ガス・水・庫内衛生すべて確認 

 





 



 
【長期保管】 
バッテリー バッテリーあがりの対策 
 ひと月に一度は 30分ほど走行させる 



 バッテリー充電装置として BC-10 を用いて、通常の充電を施す 
 経年劣化が進んだバッテリーには BC-10のリカバリー設定で数回完了させる 

 
 
BC-10 LVYUAN 
通常充電は、「AGM」24v 8~12 時間ほど 
修復充電は、「REPAIR」半日×3 回くらい 

 
※接続は、赤（＋）→黒（－）の順で繋いでコンセントへ 
外す時は、コンセントを外して、黒（－）→赤（＋）順番 

 
 
 
  



キッチントラック搭載品 
貸出  返却 

 在庫 特記事項    備考 
消耗品       
キッチンペーパー       
ゴミ袋       
アルミホイル       
サランラップ       
アルコールスプレー       
スチコン洗剤       
耐熱ミトン       
耐油紙       
洗剤＆ハイター       
スポンジ、たわし       
金たわし       
ダスター       
ジップロック 大・中       
       
       
       
       
衛生ウェア  使い捨て     
抗菌キャップ       
割烹着       
手袋       
シューズカバー       
       
       
       
       
その他設備       
給水用ホース       
オゾン発生器       
ゴミ箱 45L       
折畳テーブル       
       
       
       
       
       



調理器具       
圧力鍋１６L       
圧力鍋３０L       
炊飯器五升 ２      
炊飯ネット ２      
ライス保温容器 ２      
炊飯水用ボトル       
包丁セット       
まな板 肉、野菜ほか ３      
トング 大・中 ４      
レードル 大・中 ３      
木べら 大・中 ３      
ピーラー皮むき器 ２      
じょうご 大       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       

 
貸出日  返却日 

    年  月  日     年  月  日 
   

 
（担当者） 

  

 
 


